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おヽ 【十ごょ 、どと

平
成
十
二
年
十
二
月
二
日
（上
）
金
沢
公
会

堂
に
お
い
て
金
沢
区
文
化
協
会
設
立
六
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、歴
史
講
演
会

「金
沢
八
景

の
遊
覧
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
金
沢
の
歴
史
史
料

ヨ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
知
ら
れ
る
楠
山
永
雄
氏
（金
沢
区
の
文
学
と

歴
史
愛
好
会
会
長
）
で
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
の
講

演
で
し
た
。
同
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
金
沢

文
庫
の
資
料
展
を
は
じ
め
、
図
説
「か
な
ざ
わ

の
歴
史
」な
ど
各
方
面
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
助
川
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
映

年
が
始
ま
り
、
百
枚
余

の
ス
ラ
イ
ド

一
枚

一

枚
に
楠
山
さ
ん
の
解
説
が
流
れ
ま
し
た
．

江
戸
時
代
中
期
の
元
禄
七
年
、
中
国
の
心

越
禅
師
が
能
見
堂
を
訪
れ
、
故
国
の
浦
湘

′、

景
に
因
ん
で
「小
泉
の
夜
雨
」
「平
潟
の
落
雁
」

な
ど
、
金
沢
の
地
名
を

つ
け
て
能
見
堂
八
景

詩
を
詠
み
ま
し
た
ゴ

れヽ
が
基
と
な

っ
て
金
沢

べ
景
の
名
が
成
立
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
．

八
景
と
し
て
有
名
に
な

っ
た
金
沢
は
、
次

第
に
訪
れ
る
文
人
墨
客
も
増
え
、
そ
の
紀
行

文
が
更
に
金
沢
の
名
を
広
め
ま
し
た
っ
広
重

を
は
じ
め
多
く
の
浮
世
絵
師
た
ら
の
絵
図
に

よ

っ
て
景
勝
地
金
沢
八
景
の
名
は
不
動
の
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
文
化
の
輔
熟
期
と

い
わ
れ
た
文
化

・
文
政
の
頃
は
、
江
戸
庶
民

の
生
活
水
準
が
向
■
し
て
社
寺
参
詣
や
物
見

遊
山
が
流
行
。
仲
間
た
ち
で
大
山
議
を

つ
く

り
、
江
戸
か
ら
大
山
に
詣
り
、
江
の
島

・
鎌

倉
を
ま
わ

つ
て
朝
比
奈
切
通
し
を
越
え
て
全

沢
に
遊
び
、
旅
程
も
費
用
も
手
頃
な
４

・
５

泊

の
旅
行
で
人
気

の
高

い
観
光
地
で
し
た
，

東
屋

・
千
代
本
な
ど
の
旅
亭
が
大
い
に
暖
わ

い
ま
し
た
。

平
鴻
湾
に
臨
む
小
高

い
と
こ
ろ
に
金
竜
院

九
覧
亭
が
あ
り
、

アく
段
を
眺
め
る
景
勝
地
と

し
て
有
名
で
し
た
　
ア
ｉ
ｔは
金
沢

′く
景
に
富

士

―――
を
ブ
ラ
ス
し
て
九
境
亭
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
　
能
見
竺
か
ら
の
眺
望
は
泥
亀
新
阿

埋
立
て
で
次
第
に
悪
く
な
り
　
九
覧
亭
が
立

地

・
眺
望
と
も
抜
群
で
金
沢
観
光
の
ｉ
役
を

占
め
て
い
ま
し
た
　
ま
た
船
の
遊
覧
も
人
気

の
遊
び
方
で
、
芸
者
を
は
べ
ら
せ
た
度
形
船

で
夏
島
な
ど
を
廻
る

コ
ー
ス
で
す

風
光
を
楽
し
む
だ
け
で
な
／
、ヽ
金
沢
に
は

称
名
寺
や
瀬
戸
神
社
な
ど
古

い
確
史
を
持

っ

た
寺
社
や
史
跡
が
多

い
　
幕
末
か
ら
明
治
、

そ
し
て
昭
和
初
期
に
か
け
て
金
沢
の
寺
社
や

旅
館
は
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
金
沢

一
覧

絵
図
や
絵
集
書
・ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
類
が
驚
く
ほ
ど

多
く
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す

泥
亀

の
牡
丹
も
有
名
で
し
た
　
こ
こ
は
、

の
ち
に
人
橋
新
太
郎
氏
の
八
景
園
の
牡
丹
国

に
引
き
継
か
れ
ま
し
た

金
沢
に
の
「区
の
花
」

が
牡
特
な
の
は
こ
れ
に
出
来
す
る
そ
う
で
す

昭
和
五
年
湘
南
電
鉄
が
開
通
し
、
金
沢
文

庫
も
再
喫
さ
れ
ま
し
た
　
翌
年
に
は
乙
軸
に

海
水
裕
場
か
開
景
さ
れ
　
こ
れ
を
は
す
み
と

し
て
地
元
業
者
も
観
光
客
の
誘
致
に
積
極
的

で
し
た
　
し
か
し
そ
の
年
に
満
州
事
変
が
起

き
　
軍
亨
　
色
と
な
り
太
平
洋
戦
争
に
突
べ

し
て
し
ま
い
ま
し
た

平
成
の
今
、

へ
景
島
か
人
気
を
呼
ん
で
い

ま
す
か
　
楠

―１１
き
た
は
伝
統
あ
る
観
光
金
沢

の
値
興
を
期
待
し
た
い
と
語
を
結
び
ま
し
た

次
々
と
映
し
出
さ
れ
る
甘
の
企
沢
の
姿
に

食

い
人
る
よ
う
に
鬼
つ
め
て
い
た
一
百
数
十

人
の
拍
子
の
中
　
円
時
半
終
ｒ
し
ま
し
た
，
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昨
年
十
二

月
十
七
日
働

金
沢
公
会
堂

に
於
い
て
、

側
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー

ト
が
文
化
協

会
士
催
　
金

沢
区
役
所
後

援

の
も
と
開

か
れ
ま
し
た
。

正
面
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、手
工
芸
木

村
・絵
画
枇
杷
橋
理
事
の
手
づ
く
り
の
協
力
で

横
に
キ
リ
ス
ト
誕
生
の
お
人
形
を
セ
ツ
ト
、後

に
雪
の
降
る
馬
小
屋
の
絵
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
二
時
、
氏
家
理
事
の
司
会
で
開
会
、

助
川
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
朝
比
奈
小
学
校
特

別
音
楽
ク
ラ
プ
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

後
藤
先
生
の
指
揮
の
も
と
、慎
吾

マ
マ
の
「お

は

ロ
ッ
ク
」
か
ら
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
ま
で
、

小
学
校
二
年
か
ら
六
年
生
ま
で
六
十
名
の
演

奏
で
す
。
小
学
生
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
の
見
事

さ
は
県
代
表
に
た
び
た
び
選
ば
れ
た
実
力
の

証
明
で
す
て

第
■
部
は
小
田
中
学
校
吹
奏
業
部
で
す
。

原
先
生
指
揮
の
も
と
、重
謡
メ
ド
レ
ー
や
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
リ
ン
グ

イ
ン
ザ
ジ

ヨ
イ
な
ど
、
受
験
で
参
加
の
少
な

い
三
年
生
に
代
わ
り

一
・
二
年
生
で
、
全
員

女
子
学
生
の
熱
い
演
奏
が
場
内
に
流
れ
ま
し

参
リ
ス
マ
ス
ヨ
ン
サ
ー
ト
開
催

た
。　
，
糸
乱
れ
ぬ
鮮
や
か
な
も
の
で
し
た
。

休
憩
の
の
ち
、
待
望
の
横
浜
市
消
防
局
音

楽
隊
の
登
場
で
す
。
関
係
者
の
ご
努
力
で
よ

う
や
く
出
演
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
朱
の

ブ
レ
ザ
ー
も
あ
ざ
や
か
な
六
十
名
の
大
編
成

で
す
。
喜
歌
劇

デ
〕う
も
り
」
序
曲

・
ス
ケ
ー

タ
ー
ズ
ワ
ル
ツ

‘
本
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
な
ど
、

ク
リ
ス
マ
ス
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
さ
す
が

に
四
十
年
以
上
の
歴
史
の
音
楽
隊
、
そ
の
迫

力
は
す
ば
ら
し
く
、
約

一
時
間
会
場
の
聴
衆

を
酔
わ
せ
ま
し
た
。

ま
た
国
際
交
流
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
に

続
き
区
内
在
住
の
外
国
人
親
子
を
お
招
き
し
、

手
づ
く
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

昨
年
十
月

十
八
日
よ
り

二
十
一
日
ま

で
、宮
午

工
回

全
沢
区
民
文

化
祭
区
民
の

作
品
展
が
文

化
協
会
主
催

の
も
を
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

例
年
ど
お

り
書
道

・
絵

画

・
写
真

・

文
芸

・
手
工

芸
部
門
の
出

Ｐ
Ｉ
Ａ
フ

ェ
ス
タ

昨
年
十
月

十
二
日
か
ら

十
五
日
ま
で
、

金
沢
産
業
団

地
で
２
０
０
０

Ｐ
Ｉ
Ａ
フ
ェ
ス

タ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

産
業
団
地
で

は
毎
秋
フ

ェ

ス
タ
が
開
か

れ
、立日
楽
祭
な
ど
住
民
参
加
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
す
。文
化
協
会
も
産
業
団
地
と
の
交
流
を
深

め
る
た
め
、
デ
】の
フ
ェ
ス
タ
の
美
術
展
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。出
品
は
写
真
部
有
志

の
″称
名
寺
写
真
展
″
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

更
に

一
月
か
ら
産
業
団
地
で
「初
心
者
写
真

教
室
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。文
化
協
会
主
催
で

講
師
は
岩
瀬
理
事
。第

一
回
参
加
者
ｉ
十
三
名
。

二
月
ま
で
全
十
回
開
か
れ
る
予
定
で
す
。ぜ
ひ

成
功
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

抑
金
沢
区
民
文
化
祭

区
民
の
作
品
展

品
で
、
ど
の
部
門
も
出
品
点
数
が
ふ
え
、
内

容
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

作
品
展
後
半
の
導
道
展
は
、
昨
年
ま
で
お

花
の
バ

ッ
ク
に
地
区
セ
ン
タ
ー
の
展
示
用
六

ネ
ル
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
率
道

展
の
雰
囲
気
に
合
わ
な

い
の
で
、
今
年
は
向

布
に
変
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
効
果
て
き
め
ん

明
る
い
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

茶
道
会

の
お
茶
会
も
昨
年
に
も
ま
し
て
盛

会
で
あ
り
、
特
に
地
区
セ
ン
タ
ー
中
庭
の
特

設
テ
ン
ト
で
、
お
茶
席

の
作
法
の
実
地
指
導

が
非
常
に
好
評
で
し
た
。

児
童
ア
ー
ト
教
室
も
六
回
目
を
迎
え
氏
家
理

事
を
中
心
に
作
品
展
会
場
の
一
角
に
て
開
か
れ

ま
し
た
。

第
ニ
ロ

金
沢
区
兄
音
生
徒

癖
き
大
会

金
沢
区
書
道
協
会
と
文
化
協
会

の
共
催
で

第
二
回
金
沢
区
児
童
生
後
席
書
大
会
が
、昨
年

十

一
月
二
十
六
日
金
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
中
学
生
が
学
期
末
の
試
験
の
関
係

で
不
参
加
と
な
り
、
小
学
・高
校
生
四
十
八
名

の
参
加
で
し
た
。主
な
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

（金
沢
区
長
賞
）
根
本
尚
子
‘池
田
裕
太
郎

（文
化
協
会
々
長
賞
）松
田
直
樹
・佐
々
木
温
・志
村

旺
保
・官
坂
秋
帆
・杉
本
真
梨
奈
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第

九

を

歌

う

文
化
協
会
所
属

「金
沢
区
音
楽

の
つ
ど

い
」
は
、

一
九
八

一
年
区
内

で
活
動
す
る

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
結
成
し
た
も
の
で
、

昨
年
は
丁
度

二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ

の
記
念
特
別
企
画
と
し
て
第
十
二
回

金
沢
区
民
文
化
祭
参
加
、
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン

の
第
九
交
響
曲

の
演
奏
会
を
計
画
し
ま
し

た
。
昨
年
二
月
に
ス
タ
ー
ト
、
各
団
体
か

ら
個
人
参
加
を
募
り

「金
沢
区
音
楽

の
つ

ど

い
混
声
合
唱
団
」
を
結
成
、
オ
ー
ケ

ス

ト
ラ
は

「横
浜
管
弦
楽
団
」
。
と

こ
ろ
が
出

演
申
込
み
が
二
二
七
人
に
も
達
し
、
練
習

場
に
入
り
切
れ
ず
各
パ
ー
ト
毎
に
分
散
練

習
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
よ
う
や
く
九
月

か
ら
公
会
堂

の
空

い
た
場
所
と
か
産
業
振

興
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
を
借
り
て
、
オ
ケ

合
わ
せ
を
二
回
行

い
ま
し
た
。

さ
て
そ
の
演
奏
会
は
金
沢
公
会
堂

で
十

月
二
十

一
日
働
、
各
グ

ル
ー
フ
毎

の
発
表

の
あ
と
年
後
二
時
か
ら
の
第

二
部
が
第
九

で
す
。
公
会
生

の
探
台

一
杯
に
男
声
五
十

名
、
女
声
百
六
■
七
名
が
整
列
し
ま
し
た
。

観
客
席

の
前

の
ホ
ー
ル
に
横
浜
管
弦
楽
団
、

ソ
リ

ス
ト
四
名

の
出
演
者
で
す
。

二
百
人

を
超
す
出
演
は
公
会
堂
始
ま

っ
て
以
来

の

初

の
ケ
ー

ス
で
す
ｃ

客
席
も
超
満
員
、
公
会
堂
と
し
て
も
近

来
稀

に
見
る
盛
況
で
し
た
。
第
九

の
合
唱

は
す
ば
ら
し
い
迫
力
で
あ
り
拍
子
が
鳴
り

止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
タ
ウ

ン
テ
レ
ビ
で

も
繰
り
返
し
放
映
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
こ

覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多

い
と
思

い
ま
す
。

終
了
後
、
出
演

の
方

々
が

″
感
動
し
た
″

と
話
さ
れ
、
観
客
も

″
地
元
で
第
九
が
聴

け
て
幸
せ
だ

っ
た
″
と
賃
辞
を

い
た
だ

い

た
と

の
こ
と
で
す
。

な
お
東
洋
信
託
文
化
財
団
よ
り
助
成
金

を

い
た
だ
き
、
関
係
者

・
出
演
者

の
ご
協

力
で

一
大
イ
ベ
ン
ト
が
終
了
し
ま
し
た
。

首楽の
つどい
20周 年

第2回称名寺芸術祭参加
“
称名寺写真展

"

平成11年から、称名寺の境内を中心

に、フリーマーケットや音楽会など
「
称

名寺芸術察」がはじまりました。

昨年10月の第2回 には文化協会写真

部所属
「金沢フォトクラフJが参加しま

した。10月2日 より月末までの lヶ月

間、ユニー前の東海銀行のロピーで
「わ

たしたちの称名寺」写真展を開催。金

沢の名利を全員で撮つた28点で、来店

の方々にご好評をいただきました。文

化協会は今後とも区内の文化活動に協

力していくつもりです。

第
一一口
短
歌
大
会
開
か
れ
る

昨
年
十
月
二
十
九
日
午
後
金
沢
地
区
セ
ン

タ
ー
で
第

二
回
金
沢
区
民
短
歌
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た

参
加
者
六
七
名
　
最
初
に
水
養
同
人
の
菊

地
良
江
先
化

の
議
話

「晩
年

の
尾
上
柴
舟

・

か
あ
り
、
参
加
者

の

一
一
三
首
の
作
品
の
議

評
と
人
選
歌

の
発
表
が
あ

っ
た

ｏ

金
沢
に
民
歌
人
会
会
長
賞
　
案
正
子

を
佑

の
す
が
り

つ
く
手
の
強
け
れ
ば

な
ほ
も
確
か
な
化
命
を
知
り
ぬ

ｏ

全
沢
文
化
協
会
会
長
賞
　
米
良
再
合
子

照
明
に
映
し
出
さ
れ
し
け
の
橋
が

キ
池

の
面
に
輪

の
こ
と
く
浮
く

一
林
名
寺
伊
争

！大
浩
冊
閥
里

文
芸
部
金
沢
俳
句
会
で
は
、
昨
年
十

一

月
十
〓
日
側
「秋
の
称
名
寺
周
辺
俳
句
大
会
」

を
金
沢
文
庫
内
会
議
室
で
開
き
ま
し
た
て

午
前
中
、
称
名
寺
境
内
を
散
策
し
な
が

ら
の
句
作
を

，
人
ｉ
句
投
句
、
午
後
は
会

議
室
で

「北
条
実
時
」
の
ス
ラ
イ
ド
を
観

覧
、
そ
の
あ
と
投
句
の
庄
選
の
結
果
、
次

の
と
お
り
優
秀
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

古
々
書

の
息

づ
く
度

や
小
六
月

　

北
野
清

冬
日
中
に
工

の
中
の
か
る
び
た
り

坂
本
栄
ｒ

反
り
橋
を
池

の
要
に
黄
落
す

　

小
山
紫
乃
布

４
月
１５
日
　
金
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

金
沢
茶
道
会
春
季
茶
会

５
月
１３
日
　
金
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

金
沢
医
文
化
協
会
定
時
結
会

５
月
１２
Ｈ
・
２６
Ｈ
　
金
沢
地
区
セ
ン
タ
ー

一
第
３
回

手
づ
く
り
絵
本
教
〓

(701)(783)
0795 5479
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小
学
校
訪
問
演
奏

金
沢
二
的
会

文
化
協
会

所
属
金
沢
三

曲
会
が

一
月

二
十
二
日
側

六
浦
小
学
校

で
「小
学
校
訪

問
演
奏
ス
邦

楽
演
奏
と
邦

楽
器
実
技
指

導
）
を
行
い
、

ト
タ
ウ
ン
テ
レ
ビ
南
横
浜
提
供
　
タ
ウ
ン
テ
レ

ビ
の
取
材
も
入
り
ま
し
た
。

創
立
二
十
二
年
の
歴
史
を
持

つ
金
沢
三

曲
会
は
定
期
演
奏
会
な
ど
活
発
な
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
小
学
生
に
邦
楽
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
標
記
の
事
業
を
始
め
ま

し
た
。
無
償
で
演
奏
を
行
い
、
楽
器
に
実
際

に
触
れ
て
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
趣
旨
で

す
。
「明
治
以
降
洋
楽

一
辺
倒
で
な
お
ざ
り

に
さ
れ
て
き
た
邦
楽
で
す
が
、
日
本
の
伝
統

音
楽
な
の
だ
か
ら
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で

す
」
（佐
野
会
長
）

平
成
八
年
、釜
利
谷
東
小
学
校
と
小
田
小

学
校
の
二
校
よ
り
始
ま
り
、
現
在
九
校
の
小

学
校
で
訪
問
演
奏
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
小
中
学
校
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

金
沢
三
曲
会

佐
野
と
き
子
（〇
四
五
‥
七
八

一
，
一
四
八
三
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

客
百

″
今
と
弁
の
祭
典
″
盛
大
に

金
沢
区
吟

剣
詩
舞
道
連

盟
主
催
の
「第

二
回
吟
と
舞

の
容
恐

が
昨

年
十

一
月
二

十
二
日
金
沢

公
会
堂
で
開

か
れ
ま
し
た
。

一
年
前
の

連
盟
創
立
大

会
は
盛
況
裡
に
終
了
し
ま
し
た
が
、吟
詠
ば

か
り
で
な
く
、
区
民
が
も

っ
と
楽
し
め
る
も

の
を
見
せ
た
い
と
の
意
向
で
、今
回
は
吟
詠

・

剣
詩
舞
の
合
間
に
、特
別
番
組
と
し
て
九
郎

判
官
義
経
の
悲
劇
「乳
を
求
む
る
の
声
ス
脚

本

・
演
出
北
川
夫
龍
）
を
上
演
し
ま
し
た
。

吟
詠
と
舞
を
中
心
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
、

出
演
者
の
衣
裳
や
小
道
具
が
照
明
に
映
え

て
、美
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

劇
中
、文
化
協
会
ひ
ま
わ
り
会
の
皆
さ
ん

の
唱
歌
「青
葉
の
笛
」
の
コ
ー
ラ
ス
。
舞
台

に
華
を
添
え
ま
し
た
。
ま
た
、
書
道
吟
と
い

う
吟
詠
に
合
わ
せ
て
、書
家
が
筆
を
振
る
い
、

同
時
に
終
わ
ら
せ
る
な
ど
観
客
を
喜
ば
せ

ま
し
た
。

第
２
回
初
心
者
レ
ベ
ル
ア
ツ
ヌ
写
真
教
室

一
昨
年
九
月
に
引
き
続
き
、昨
年
も
文
化
協

会
主
催
で
第
二
回
の
初
心
者
写
真
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。
文
庫
駅
前
の
東
洋
信
託
銀
行
の
会

議
室
を
借
用
、九
月
十
二
日
と
十
九
日
の
二
回
、

計
四
時
間
の
勉
強
で
し
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
や

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の

取
扱
い
の
注
意
点
や
、
カ
メ
ラ
の
構
え
方

・
人

物
や
風
景
の
撮
り
方

・
構
図
の
常
識
な
ど
解
説

し
ま
し
た
。

受
講
者
十
五
名
の
方
々
に
は
今
後
と
も
カ
メ

ラ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

理

事

会

だ

よ

り

‐２

・
９

・
１３
　
区
民
文
化
祭
準
備
状
況
報
告
。

区
民
歌
謡
察
報
告

，
金
沢
末
道
会

２０
周
年

特
別
茶
席
計
画
。

１０

・
１１
　
上
半
期
会
計
報
告
。
１２

・
２
歴
史

講
演
会

の
Ｐ
Ｒ
方
法

・
称
名
寺
芸
術
祭
参

加
写
真
展

（
フ
オ
ト
ク
ラ
ブ
）
。
産
業
団
地

Ｐ
Ｉ
Ａ
フ

ェ
ス
タ
に
写
真
部
参
加
。

‐１

・
‐５
　
区
民
文
化
祭
作
品
展
報
告
。
音
楽

の
つ
ど

い
如
周
年
度
況
報
告
。
産
業
団
地

と

の
交
流
促
進

の
た
め
初
心
者

写
真
教
室

を
１
月
よ
り
実
施
。

‐２
　
‐３
　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
進
行
状
況
。

吟
剣
詩
舞
大
会
報
告
。
理
事
増
員
検
討
。

‐３

・
１

・
‐７
　
文
化
ホ
ー

ル
建
設
陳
情

に
会

長

・
事
務
局
長

（
１２

・
２５
市
民
局
長
）
。
産

業
団
地
写
真
教
室
発
足
。
史
跡
保
存

（畠

山
重
忠
）
プ

レ
ー
ト
設
置
決
定
。
１３
年
度

事
業
計
画
を

１
月
末
ま

で
提
出
。

２

・
１４
　
黒
川
議
員
出
席
文
化
ホ
ー

ル
建
設

運
動
現
状
報
告
。
文
化
講
演
会

（３

・
２５
）

「漢
方
と
気
功
と
人
と
」
進
行
状
況
。
定

時
総
会

は
５
月
１３
日
側
決
定
。
次
年
度

は

会
員
間

の
交
流
と
団
体
会
員

の
増
強
を
め

ざ
す
。

横
浜
市
金
沢
団
地
協
同
組
合

一

―
―
―
―
―

‐
―
―
―

　
　
　

　
　
　

　
　
　

上

臓
‐張

市

立

大

学
一

働

高

松

写

真

商

会

働

翠

祥

園

幸

栄

印

刷

榊

′lヽ

泉

啓

治

金
沢
民
謡
舞

踊
普

及
会

金
沢
文
庫
称
名
寺
芸
術
祭

金
沢
区
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
協
会

金

沢

区
食

品
衛

生

協
会

金

沢

区

三

師

会

話 1 大
会 1 学
|

岩

瀬

博

愛

飯

玲

子

士
ロ

賛

助

会

員

芳

名

簿
（
五
十
音
臨
）

編

集

後

記

卜
数
年
ぶ
り
の
寒
い
冬
が
よ
う
や
く
終
り
で
す
。

今
号
も
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
載
せ
ら
れ
ま
し
た
。
文

化
協
会

の
者
実
な
歩
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

画四国
鶴齢蜘い一喉剰節市　佐野史瑞子


